
 

 
 

－ 議 事 要 旨 － 

 
道路・交通政策局（※）建設部建設課では、都市計画道路上郷公田線における、桂台地

区（西ケ谷団地入口交差点から桂台第四公園付近まで）の一部について工事着手しました。 

当該区間に面する土地及び建物を所有する皆さまを対象に工事及び事業説明会を開催し

ました。                        ※説明会開催時は道路局でした。 

 

１ 開催状況 

（１）日 時：第１回説明会 令和８年２月 22 日（日） 15 時 00 分   ～ 1 6 時 00 分 

                   第２回説明会 令和８年２月 25 日（水） 18 時 30 分    ～ 1 9 時 10 分 

（２）場 所：上郷矢沢コミュニティハウス（横浜市栄区桂台南２丁目３４−２） 

（３）内 容：擁壁（PC 壁体）工事 

        上郷公田線（桂台地区）事業概要 

        今後の工事予定 

（４）参加者：第１回説明会（57 名）、第２回説明会（１7 名） 

   

2 主な質疑応答 

（１）擁壁（PC 壁体）工事に関すること 

Q1  工事はなぜ「その 1」「その 2」に分かれているの？ 

A1  多くの業者に受注機会を提供するため、工区を 2 つに分けて発注しています。施

工業者が変わっても工事の継続性が保たれるよう引継ぎを行います。 

 

Q2  ダンプトラックの出入り時間・走行速度・土埃の飛散は？ 

A2  搬出入は 9 時〜17 時を予定しています。準備作業は 8 時台に行います。現場内

では 15km/h で走行する予定です。土埃の飛散については、最小限となるよう留

意して走行する予定です。 

 

Q3  通学路の安全対策は？ 

A3  通学路を事前に確認し、必要に応じて誘導員を配置するなど、安全対策を徹底しま

す。 

 

Q4  工事中の騒音・振動が心配です。基準は？ 

A4  環境省が定める基準を遵守し、適宜計測結果を確認しながら作業します。また、機

械は低騒音・低振動型の機械を用いますが、一時的に大きな音等が生じる可能性も

あります。お気づきの点があれば、施工者や横浜市にお問い合わせください。 

 

Q5  工事に伴って家屋に被害があった場合の補償はどうなる？ 

A5  工事着手前、完了後に家屋調査を実施します（沿線の一列目（45 度の影響線範

囲）の宅地が対象となります）。被害が確認できた場合には、施工業者または横浜

市が補償します。 

 



（２）上郷公田線（桂台地区）事業概要に関すること 

Q１  本線は掘り下げられるの？全てトンネル化はできないの？ 

A1  一部区間で掘割構造を採用します。側道の高さについては現在の道路と大きく変わ

らないように計画されています。全ての区間をトンネルに（掘割区間に蓋を）する

ことは、都市計画・構造条件・施工費等上、困難です。 

 

Q２  バスは通りますか？バス停はどうなる？ 

A２  バスが通行できる構造で計画しています。停留所の設置場所は、トンネル区間を

避けるなど、関係機関と今後調整します。 

 

Q３  あさもや緑道、ゆうもや緑道と上郷公田線との交差はどうなりますか？ 

A３  あさもや緑道は現状と同様に直進可能な立体交差、ゆうもや緑道は平面交差にな

る予定です。ゆうもや緑道の平面交差点部には信号設置してもらえるよう、関係機

関との協議を進めていきます。 

 

Q4  高齢化が進むこの地域に、通行速度 50km/ｈの設計は適切ではない。 

A4  本線の整備効果により、生活道路の通過交通が減少し、地域の安全性向上に寄与す

るものと考えています。バリアフリーに関しても、安全に歩行・通行できるように

段差を解消する等、基準に則って整備する予定です。速度 50km/h は上郷公田線

“本線”の設計となります。沿線の“側道”は速度 30km/h で設計されていま

す。本線の安全対策については、関係機関と調整していきます。 

 

Q5    緊急輸送路の機能とは？  

A5  近隣の小中学校等の地域防災拠点へのアクセス性が向上します。本路線は緊急輸送

路に指定予定です。 

 

Q6  神戸橋交差点から大型車の左折進入禁止を、上郷公田線完成後も継続してほし

い。 

A6  通行規制は警察との協議により決定されます。貴重な意見として承り、協議を進め

ていきます。 

 

Q7  掘割部の安全（落下防止）対策として、高いフェンスを設置してほしい。 

A7  安全基準に基づき必要な高さ・構造のフェンスを設置します。過度に高いものは設

置できませんが、現地状況に応じて調整・検討していきます。 

 

Q8  トンネルの上部を公園にするなど、できるだけ緑地部分を生かして整備してほし

い。 

A8  上部空間の利用方法は未確定ですが、自治会等と協議を続けて決定します。緑の保

全については、環境・生物多様性に配慮し必要な緑化対策を検討していきます。 

 

Q9  水道管等のインフラとの調整は？ 

A9  関係局・関係機関と調整し、既存インフラを把握のうえ整備していきます。 



 

（３）その他 

Q1  トンネルの供用開始時期は？ 

A1  トンネル本体は令和 11 年度に完成予定ですが、照明等の設備工事が必要なため、

供用開始時期は未定です。 

 

Q2  図面をホームページに掲載してほしい。 

A2  まだ、設計段階の区間もあるため、掲載はできかねます。ご了承ください。 

 

Q３  全体の工事工程を示したうえ、工事毎に説明会を開催してほしい。 

A３  次回の工事説明会はトンネル工事を予定しています。それ以降の工事説明会の開

催については、自治会等と話し合いのうえ、決定します。 

 

Q４  上郷公田線の都市計画道路の番号は？ 

A４  「上郷公田線：3・2・12」です。 

 

Q５  説明会の時間をもう少し長くしてほしい。 

A５  貴重な意見として承ります。 

 

３ 説明会の様子 

令和８年２月 22 日（土）          令和８年２月 25 日（水）   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


